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Abstract: The present study aims to establish a comprehensive framework for a "double 
degree program in science for undergraduates." In 2021, our university became the first 
national university in Japan to initiate an interactive DD program designed explicitly 
for science undergraduates. Given the significant time constraints of on-the-job 
training, the study implemented various solutions, such as degree completion through 
credit transfer, to facilitate long-term study abroad opportunities. By introducing a 
credit transfer method and developing the visualization of syllabus similarities during 
the DD program's construction phase, this study addresses study abroad issues while 
maintaining the degree program's professionalism and quality. The findings of this 
study have important implications for the future design and implementation of DD 
programs in undergraduate programs in science and related fields. 
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１ はじめに

文部科学省のダブル・ディグリー（DD）プログラム

の推奨を背景に、九州大学農学部は、大学間交流協定

を活用して理系学部生向けのDDプログラムを構築し

た。国内の国立大学における初の理系学部向けの双方

向性の本DD プログラムは、中央教育審議会大学分科

会大学のグローバル化に関するワーキンググループの

ガイドラインに基づく共同教育プログラムであり、正

規の学位プログラムとなっている。

本DD プログラムでは、長期留学が必須であり、専

門分野の講義や実験、実習、そして卒業研究がカリキ

ュラムに組み込まれている。理系学生にとって、DD プ 
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ログラムは 2 つの学位を同時に取得できるだけなく、

休学や留年を回避しながら長期留学をし、正規の学位

を取得できる数少ない手段の一つであると言える。本

論文では、理系、いわゆるSTEM分野[1]の学生が面す

る留学課題の解決を目指すDDプログラムの構築にお

ける解決法に焦点を当てた。

プログラム構築の初期段階からパートナー大学との

協議を通じ、アカデミックイヤーおよびカリキュラム

の違いを超えた様々な課題が浮かび上がった。留学先

での長期間の学習を特徴とするDDプログラムは、自

大学の専門分野の講義を年単位で受講できないという

課題が挙げられた。これを解決するためには、留学期

間中に取得した単位を本学の単位として認める必要が

あり、単位互換が不可欠である。

さらに留学期間中には、受講可能な科目や単位に一



定の制約がある。そのため留学先と母国の大学で取得

した単位をどのようにして卒業単位として組み込むか

という課題があげられる。具体的には、国によって 1
単位の定義が異なり、米国北アリゾナ大学と九州大学

の単位対応においても不均衡が生じ、これを解決する

必要があった。

これらの困難を克服し、九州大学農学部は北アリゾ

ナ大学環境森林自然科学部とのDD協定を2021 年度

に締結した。これは本学初の学士課程DDプログラム

であり、国内の国公立大学において学士課程のDDプ

ログラムは希有な存在である。

本稿では、STEM理系学部生向けのDDプログラム

構築における様々な問題への取り組みと、本学農学部

におけるプログラムの具体的な成功事例を詳細に述べ

る。

1.1 大学間交流協定を活用したDDプログラム 
1.1.1 九州大学の大学間国際交流について 
大学間交流協定は、国際的な教育・研究連携の枠組

みとして異なる大学が連携して質の高い教育・研究環

境を提供し、学生や研究者の国際的な視野を広げるこ

とを目指すもので、九州大学では 2024 年 1月 30日
現在、36カ国・地域（154機関）と大学間学術交流協

定を、そして34カ国・地域（143機関）と大学間学生

交流協定を締結して国際的なネットワークを構築して

いる 1)。 
1.1.2 九州大学と北アリゾナ大学の連携について 

北アリゾナ大学では、通常の学士課程に加えて、2011
年より独自の５年制の学士課程教育プログラム 

Interdisciplinary Global Program (IGP)を導入してい

る。このプログラムは、１年間の海外留学を必須とし、

学生は STEM 領域の学位に加え、選択した言語を持

つ国へ留学することで、語学の学位も取得できる。

九州大学は、2015年より北アリゾナ大学と大学間交

流協定を結び連携を深め、北アリゾナ大学のグローバ

ルな視野を備えた自然科学専攻人材育成に、パートナ

ー校として大きく貢献してきた 2)。 
1.1.3 DDプログラムの必要性について 
一方、本学からも北アリゾナ大学への交換留学が行

われている。しかしながら、学生が留学で取得する単

位は本学の卒業単位として認定されていない。そのた

め、学生の留学経験は個人的な体験にとどまり、学位

取得には寄与していない状況が浮かび上がった。

さらに、交換留学中は自大学の講義や実験・実習に

参加できないために休学扱いになり、留学と卒業単位

取得、または留学と留年を天秤にかけるような選択が

学生に課せられるなど、長期留学にはさまざまなデメ

リットが伴うこともわかった。このような状況から、

大学間学生交流協定のもとで交換留学を行いつつ、学

位取得を同時に目指すDDプログラムの構築は、本学

の学生が留学のための休学や留年をすることなく、長

期留学するための必要不可欠な課題として浮かび上が

った。

２ DDプログラムの実施状況に関する事前調査

2.1 日本国内の大学における実施状況 
DD プログラムとは、異なる2つの大学の提携によ

る学位制度である。通常は海外のパートナー大学と協

定を結び、学生は日本の大学に入学し、一定期間海外

の大学で学び、双方の大学が認めるカリキュラムを経

て、卒業時には日本の大学の学位と留学先の大学の二

つの学位を同時に取得できる。近年、文科省も DD（ダ

ブルディグリー）、JD（ジョイントディグリー）プロ

グラムを推奨し、大学に対してその導入を奨励してい

る。DD プログラムには、学生の国際的な競争力を向

上させ、さらに、プログラムを経て大学同士の連携が

進み、これにより研究者や学生の相互交流が促進され、

学問の国際的な発展につながることが期待されるとい

うメリットがある。 
学士課程のDDプログラムを構築するにあたり、他

の大学でのDDプログラムの導入状況を事前に調査し

た。そのため、MEXT（文部科学省）のデータ 3) 4)を活

用して、過去の事例調査を行った。

図１は、本 DD プログラム構築前（2020 年 5月）

の事前調査結果を示している。2019年に公開された 

図1 協定数にみるDDプログラム



2017年度（平成29年度）の国立、公立、私立大学に

おける海外の大学との大学間交流協定データ 3)から

DD 協定データを抽出し、そのプログラムの対象を学

部・大学院で分類し、さらにそのプログラムの対象と

なる課程に関する調査を実施した。この調査により、

私立大学では学士・修士課程のDDプログラムが全体

の97%を占めるのに対し、国公立大学では修士・博士

課程の DD プログラムが全体の 97%を占めることが

明らかになった。また、学士課程を対象とする協定に 

注目すると、私立大学では学士課程対象のものが

64 ％であるのに対し、国立では3 %と、私立大学と国

立大学とでは全く傾向が違うことがわかった。さらに、 
この調査を行なった時点で、国公立大学の学士課程に

おいて、派遣と受入の両方を実施する双方向性の DD
プログラムは、理系文系を問わず、皆無であることが

判明した。 

次に、DDプログラム構築後に公開された2019（令
和元年度）のデータ 4)を用いて同様の調査を行ったが、 
国公立大学のDDプログラムは、国立大学全体で524 
から625協定に増えたものの、特徴はそのまま変わら

ず、私立大学では学士・修士課程のDDプログラムが

中心であるのに対し、国公立大学では修士・博士

課程が中心であり、学士課程を対象としたものは20協 
定（3.2%）で、依然として少ないことが明らかになっ

た。

2.2 北アリゾナ大学との学士課程DDプログラム 
2.2.1 本学におけるDDプログラムの実施状況 
本プログラムでは、本学農学部の国際コースに所属

する学生のみが派遣DD生として、また、北アリゾナ

大学の IGP に所属する学生の中で、日本語を選択す

る環境森林自然科学部の学生のみが、本 DDプログラ

ムに受入DD生として参加できる資格を持つ。本DD
プログラムにより、本学からの派遣 DD 生は「農学」

と「生物学」の２つの学位を、北アリゾナ大学からの

受入 DD 生は、「生物学」「日本語学」に加え、さらに

３つ目の「農学」の学位を本学から取得することにな

る。そのため、このプログラムを Dual- Degree 
Program と称している。 

2021 年入学の学生が 2 年生になった際にプログラ

ムへの応募が可能となり、その結果、2023年秋から第

1期生の派遣（1名）と受入（1名）が始まった。プロ

グラムに入ってからの履修期間は2年間であり、2024
年秋は1期生にとってはプログラム2年目となる。修

学スケジュールに従い、派遣・受入の1期生はとも本

学農学部の研究室に配属され、1 年間の卒業研究を行

う予定になっている。図 2A に本DDプログラムにお

ける派遣DD生の、図2Bに受入DD生の修学スケジ

ュール 5)を示す。 

３ プログラム構築における課題と克服 

3.1 既修得単位の一括認定 
大学設置基準 6)により、他大学や教育機関からの『編

入』において持ち込める既修得単位上限は 60 単位と

されている。DD プログラムでは北アリゾナ大学から

のDD生を 3 年時に受け入れる。この際に北アリゾ

ナ大学２年次までに取得した既修得単位を一括で認し

た。これは国立高等専門学校の卒業生が大学に進学す

る際と同様のプロセスである 7)。 

3.2 単位互換における不平等性の解除 
本DDプログラムでは、本学からの派遣DD生は図

図2Aに示すように4年間のうちの3年目の１年間を、

また北アリゾナ大学からの受入DD 生は図2B に示す

ように５年間のうちの４年目の１年間を海外に留学し

て、パートナー大学で過ごす。派遣・受入ともに、本

学農学部の卒業要件については４年間で満たすように

設計されている。そのためプログラム開始後に北アリ

ゾナ大学にて取得する専門科目の単位については、北

アリゾナ大学の卒業認定後に本学で単位互換により取

得できるように設計した。 

１年間に取得できる単位数はどちらの大学でも 30

単位前後である。ところが、北アリゾナ大学では、日

本の大学の2単位を北アリゾナ大学の1.5単位とみな

していることがわかった 8)。これは日本の大学は、通

常、前期と後期の２セメスター制になっており、90分

の講義15回分で１セメスター（２単位）とされている

からであった。本学部では、2021年度よりクォーター

制を導入することが決まっていたため、単位互換の再

認証を試みた。クォーター制への完全移行により本学

の１単位におけるコンタクトアワーは 720 分(90 分 x
8 回)になる。それに対し、北アリゾナ大学は 750 分

(50分x 15回)であり、実時間がほぼ同じであること

から、1 : 1の単位互換が承認された。



3.3 教育の質の保証と専門性の確保 

3.3.1 シラバス類似度比較の新手法の提案と新手法が

必要となった背景について 

DD プログラムの受入学生の科目履修スケジュール

は、北アリゾナ大学と本学の両方での学修を経たのち

に、本学で研究室に配属され卒業研究を行うように設

計されている。焦点は、単位互換によって４年間の学

修を終えた学生が、本学の「農学」の学位にふさわし

い専門性を備えているかどうかをより客観的に判断す

ることにある。通常、単位互換をするかどうかの判断

は、その科目の担当教員が該当シラバスを比較するこ

とで決める。しかし、すべての科目についてそれぞれ 

の担当教官が判断する従来の方法は、担当教員の主観

的な意見や、異なる担当教官による差異が問題となる。

さらに、本DDプログラムに入った受入学生が、本学

の学位を授与するのに相応しい学びを経ているかにつ

いて、大学として総合的な判断ができなかった。

 この背景に基づき、シラバスを通して各科目の類似

度を客観的かつ一貫性のある指標で比較し、その結果

を視覚的に表現する新たな手法を考案した。これによ

り、留学先で履修した科目と本学の専門科目の関連性

を客観的に評価し、単位互換によって取得した単位の

質が本学の学位要件を適切に満たしているかどうかを

明確に判断・視覚化し、全体的な評価を総合的に表示



することを目指した。 

3.3.2 シラバスの類似度を数値化する 

まず、留学先の北アリゾナ大学環境森林自然科学部

で開講される全ての科目の中から、理系のバックグラ

ウンドを持つ教員により、本学の専門科目と読み替え・

単位互換ができそうな科目の抽出を行い、それらすべ

ての科目について、北アリゾナ大学よりシラバスを取

り寄せた。次に、該当する北アリゾナ科目については

１科目ごとに本学農学部の国際コースの専攻教育科目

のシラバスと類似度の比較を行った。 
表1に、シラバスの類似判定法の概要を示す。この 

手法では、単位数、科目の外枠（科目名、授業形態、 

その他の共通項）、インプット（授業内容、キーワード、 
教材内容）、アウトプット（講義を受講した学生が何を

習得するのか、概要や目的）、成績評価方法（試験の有

無、レポート・プレゼンテーションの有無、自宅学習

課題の有無）という５つの要素に焦点を当てた。これ

らの５要素は、科目の本質的な特徴を捉えるために選

ばれ、科目同士の比較において、重要な指標となる。 
物事を視覚化するためには、比較可能な数値が必要

となる。そのため、５つの要素についてそれぞれ５ポ

イントを満点として数値化し、互いに比較できる指標

を得た。表１に、それぞれの項目におけるポイント加

算の判断基準も示す。 



3.3.3 シラバスの類似度を視覚化する 
各科目の類似度を、シラバスを通して上記５つの要

素に関する獲得ポイントとして数値化したのは、これ

を用いて他者に提示し、客観的に評価するための資料

を提供するためである。数値化されたシラバス比較結

果をレーダーチャートで視覚的に表現することで、異

なる科目間での相違や類似性をより明確に理解できる

全体を 25 点として正規化し、パーセンテージ表示を

行った。これにより、感覚的に各科目がどの程度類似

しているのかを明示的に指摘できるようになった。可

視化した。図３A ではポイントによる類似度判定を提

示し、図３B ではレーザーチャートによる類似度結果

の視覚的な表示の例を示す。この手法を通じて、異な



B. レーザーチャートによる類似度判定結果の可視化

図3 シラバスの類似度比較の例

っている。 

3.4 結果：大学によるプログラムの認定 

最終的に、得られたポイントをパーセンテージで表

示し、単位互換しようとしている科目が、本学の専門

科目とどのくらい類似しているのかを感覚的にわかる

ように示した一覧が表２になる。上記の手法で類似度 
70 ％以上のラインを超えた科目のみを専門科目の読

み替えや単位互換科目の対象とした。 
この結果、北アリゾナ大学で取得した科目の単位は、

単位互換により本学農学部の卒業要件を満たす単位と

して認められた。本プログラムの履修を終えた学生の

学びの質は、本学の学位を授与するに足るものと判断

され、本プログラムの設立が本学の学務委員会にて認

定され、DD協定締結に至った。 

４ 考察 

一般的に、文系学生は学士課程中に留学する傾向が強

く、対照的に理系学生は主に大学院進学後や卒業後に

留学するのが主流であると言われている。DD プログ

ラム協定数に関する調査結果も、この傾向を反映して

いる。これらの傾向の背後には、学生が留学において

自身の履修計画を個別に立てる難しさと、国公立大学

のカリキュラムの柔軟性の不足にある可能性が示唆さ 
れる。 

DD は設置認可を要さないため 9, 10)、その構築は各 

大学の独自なアプローチに依存している。ただし、そ

のプログラムの実施は国内の学位制度全体の信頼性に

影響を与える可能性がある。本プログラムでは、シラ

バスの類似度が 70％ 以上ある科目に限定して単位互

換を行い、農学の専門性を維持している。提案したシ

ラバスの類似度の可視化手法で使用された指標は、通

常の単位互換の判断において担当教員が考慮する指標

に近しいものであると考える。今後は、この 70％ の
基準が適当であるかどうかを確認するために、プログ

ラム修了生からのアンケートや面談、進路の追跡など

複数の視点からの観察が必要である。 
本論文では、理系型のDDプログラムの構築段階に

おいて生じた様々な課題に対する解決法について論じ

た。しかしながら、今後のプログラムの運営・実施に

際しては更なる課題がある。たとえば、通常の学部カ

リキュラムでは受講が難しい必須科目に関しては、DD
生に対して別の時期や学年での開講を検討する、また

オンラインでの受講環境を提供するなど、大学が DD
生の履修状況を考慮し、学務を巻き込みつつ、柔軟か

つ積極的に対応する必要があるであろう。 

５ 今後の展望 

現在、この DDプログラムは本学農学部の国際コー

スの学生に提供されている。プログラムの対象は留学

生と、英語での学位取得を目指す日本人学生であり、

一方で一般コースの日本人学生は日本語で学位を取得

する必要があるため、このプログラムへの参加が制限

されている。将来的には、一般コースの日本人学生に

も、特定の要件を満たす場合、在籍中に国際コースへ

の転向を可能にし、本DDプログラムに応募して、留

学しながら学位を取得できる道筋を作りたいと考えて

いる。 

office438
スタンプ



表2 本学専攻科目と北アリゾナ大学科目の類似一覧



注

[1] STEM分野 : Science, Technology, Engineering, 
Mathematics のそれぞれの頭文字をとった言葉。

科学・技術・工学・数学の教育分野の総称。
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